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秋の交通安全運動9月21日～30日

市
議
会
九
月
定
例
会
が
九
月
二
十

日
か
ら
開
か
れ
て
い
ま
す
。

会
期
は
十
月
七
日
ま
で
の
十
八
日

間
で
、
ま
ず
初
日
の
九
月
二
十
日
に

は
島
田
市
長
が
提
出
議
案
に
つ
い
て

説
明
。
そ
の
あ
と
、
二
十
八
日
、
十

月
二
日
、
三
日
の
三
日
間
が
一
股
貿

問
、
十
月
五
日
、
六
日
が
議
案
詞

（
七
日
は
歪
朔
日
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。な
お
、
二
十
八
日
の
一
股
質
問
の

も
よ
う
は
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
近
畿
放
送
（
Ｕ

Ｈ
Ｆ
斡
尹
ヤ
ン
ネ
ル
）
で
生
中
継
さ

れ
ま
す
。
放
送
時
間
は
、
午
後
一
時

十
五
分
か
ら
六
時
ま
で
で
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
各
会
派
の
代
表
と
し
て
、

次
の
九
議
員
が
貿
問
さ
れ
る
予
定
で

刷所新進堂印刷

環境標語

今
捨
て
た

ひ
と
つ
の
ゴ
ミ
に山
が
泣
く

こ
と
し
も
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
九
月
二
十
一
日
か
ら
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ

ま
す
。
宇
治
市
内
で
は
、
こ
と
し
Ｉ
’
月
か
ら
八
月
末
ま
で
で
、
交
通
事
故
が
す
で
に

一
、
二
二
七
件
も
発
生
。
こ
の
う
ち
人
身
事
故
は
四
四
〇
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
運
動
を
機
会
に
、
悲
惨
な
交
通
事
故
は
断
じ
て
起
こ
さ
な
い
と
一
人
ひ
と
り
が
誓

い
合
お
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

宇
治
市
内
の
交
通
事
故
は
昨
年
ま

で
減
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

と
し
に
入
っ
て
か
ら
逆
転
し
、
死
者

三
人
、
負
傷
者
五
七
七
人
と
増
加
傾

向
を
ｙ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
犠
牲
者
は
、
交
通
ル

ー
ル
を
知
ら
な
い
と
か
、
身
体
の
自

由
が
き
か
な
い
と
い
う
弱
い
立
場
に

事故発生状況

（8月末現在）

今年昨年

1，227件1，164件

577人548人

3人4人

発生件数

負傷者数

死亡者数

す
。
（
質
問
順
）

①
山
中

②
佐
藤

議
会
だ
よ
り

あ
る
子
ど
も
や
老
人
が
ほ
と
ん
ど
。

さ
ら
に
、
最
近
、
禁
止
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
流
行
の
ミ
一
一

宇
治
市
政
の
勁
き
や
議
会
活
動
を

知
る
の
に
よ
い
機
会
で
す
。
お
茶
の

間
か
ら
、
市
議
会
の
も
よ
う
を
ぜ
ひ

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

〔
提
出
予
定
の
主
な
議
ｍ
〕

▽
5
3
年
度
一
股
会
計
補
正
于
算

▽
5
3
年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

補
正
予
ａ

バ
イ
ク
に
幼
児
ｍ
せ
る
女
性
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
と
も
な
っ

て
事
故
も
急
増
し
て
い
ま
す
。

8
月
の
委
員
会
活
動

一
般
質
問
を
テ
レ
ビ
中
継

9
月
2
8
日
午
後
一
時
1
5
分
か
ら
近
畿
放
送
で

Ｑ
Ｍ
原
作
］
（
社
会
党
）

④
西
川
誇
通
（
自
民
党
）

⑤
竹
林
咲
峻
（
民
社
党
）

⑤
梅
以
文
雄
（
民
社
党
）

⑦
川
口
信
博
（
公
明
党
）

⑧
菅
野
多
美
子
（
無
所
Ｍ
一
）

⑨
村
田
省
蔵
（
無
所
叫
）

▽
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
改
正

▽
市
公
企
堂
等
の
ｍ
の
設
は
及
ぴ

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▽
国
際
ソ
ロ
プ
チ
’
．
’
Ｋ
ト
宇
治
’
ｍ

遺
児
奨
学
Ｍ
金
条
例
の
制
定

▽
市
道
路
線
認
定

お
り
で
す
。

Ａ
文
教
福
祉
常
任
委
貝
会
Ｖ

Ｏ
八
月
一
日
…
…
請
。
願
審
査
等
の
だ

め
八
幡
市
及
ぴ
京
都
府
立
城
陽
心

身
ｍ
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
視
察

を
行
い
、
帰
庁
後
、
市
か
ら
、
笠

取
第
二
小
学
校
区
の
児
童
・
生
徒

市
で
は
、
宇
治
市
交
通
安
全
対
策

協
議
会
を
中
心
に
、

①
老
人
と
子
ど
も
至
§
一
事
故
か
ら

守
る

②
自
転
軍
と
二
輪
車
の
事
故
防
止

③
安
全
運
転
管
理
の
充
実
と
促
進

の
三
つ
を
重
点
に
置
き
、
運
動
を
す

す
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
岑
桶
会
に
市
民
総
ぐ
る
み
に

二輪車もルールを守り安全運転で

通
学
川
送
迎
軍
の
運
行
及
び
木
幡

中
学
校
校
舎
増
築
工
事
の
契
約
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

Λ
市
民
環
境
常
任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
八
月
十
日
…
…
市
か
ら
、
平
和
堂

の
出
店
を
中
心
と
し
た
酉
宇
治
地

域
の
商
菜
問
題
及
び
休
日
診
療
セ

ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

Ａ
建
設
水
道
常
任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
八
月
十
一
日
…
…
市
か
ら
近
鉄
小

倉
駅
前
の
店
舗
付
ビ
ル
建
殴
に
関

す
る
建
築
確
認
申
請
の
経
過
及
び

「
水
松
蚕
の
供
給
と
経
営
の
あ

ｓ
＞
方
に
つ
い
て
の
提
。
一
ａ
」
等
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
請
願
審
査
に
入
り
、
南
迫
1

ｎ
及
ぴ
第
二
遊
出
稿
付
近
の
車
。
肉

事
故
防
止
の
た
め
の
措
ａ
＊
3
Ｇ
ｉ

す
る
請
願
を
委
員
会
と
し
て
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
し
、
市
道
認
定

■
ミ
ニ
バ
イ
ク

乗
り
方
教
室

か
ら
大
久
保
自
動
車
教
習
所
で
。

バ
イ
ク
を
ｙ
で
に
持
っ
て
い
る
人

が
対
ま
で
、
参
加
料
は
無
料
。
先
着

百
人
。
参
加
ご
希
望
の
人
は
、
市
役

所
交
通
労
政
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ

○
事
故
を
呼
ぶ

○
あ
ぶ
な
い
よ

○
横
断
は

酒
が

い
。
な
お
、
雨
天
の
場
合
は
中
止
し

ま
す
。

■
交
通
事
故
相
談

▽
9
月
2
9
日
（
金
）
、
午
後
1
時
か

ら
市
民
会
館
第
二
会
議
室
で
。

疲
労
が
ス
ピ
ー
ド
が

わ
き
見
無
灯
火

見
る
く
せ
待
つ
く
せ

交通ルールを守ろう

2
1
日
か
ら
清
掃
週
間

な
ら
び
に
道
路
舗
装
に
関
す
る
請

願
は
か
二
請
願
を
継
続
審
査
と
し

ま
し
た
。

Ａ
総
務
常
任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
八
月
二
十
四
日
・
・
・
市
か
ら
、
五
十

三
年
度
上
半
期
の
火
災
救
急
統
計

及
び
機
構
改
革
と
定
数
の
再
配
Ｍ

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

Λ
近
鉄
対
策
特
別
委
員
会
Ｖ

Ｏ
八
月
二
十
八
日
…
…
市
か
ら
、
昭

和
五
十
三
年
度
の
宇
治
市
管
内
に

お
け
る
近
鉄
の
整
備
状
況
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

Ａ
折
居
国
有
林
開
発
対
策特
別
委
貝
会
Ｖ

Ｏ
八
月
二
十
九
日
…
…
事
務
局
か
ら

折
居
国
有
林
の
自
然
及
び
社
会
環

境
に
つ
い
て
資
料
説
明
を
行
っ
た

後
、
こ
れ
か
ら
の
委
員
会
審
査
活

勣
の
基
本
方
向
に
つ
い
て
確
認
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

考
え
よ
う
ゴ
ミ
問
題

す
す
ん
で

ゴ
ミ
減
量
を

二
人
乗
り

止
ま
る
く
せ

き
な
い
お
よ
そ
三
〇
。
’
の
ゴ
ミ
を
毎

日
、
山
間
部
に
埋
め
立
て
て
い
る
の

が
実
情
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
事
実
上
バ
ン
ク
し

て
い
る
ゴ
ミ
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
早
急
に
第
二
Ｅ
掃
工
場
を
建

設
す
る
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

も
、
建
設
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
同
意
が
得
ら
れ
る
最
新
の
技
術
を

備
え
、
今
後
の
ゴ
ミ
量
の
推
移
を
見

つ
め
た
処
理
能
力
を
持
つ
も
の
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

燃
え
る
ゴ
ミ
は
四
二
六
／
で
、
そ
れ

を
焼
却
す
る
の
に
年
間
、
一
人
当
り

一
、
四
五
〇
円
の
経
費
を
か
け
て
い

ま
す
。
ゴ
ミ
を
ｉ
ｉ
ａ
す
る
た
め
、
次
の
こ

と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
ゴ
ミ
の
半
分
は
水
。
し
っ
か
り
と

水
切
り
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
プ
ラ
ス
チ
″
ク
や
発
泡
Ｋ
ｉ
ｋ
ロ
ー

ル
な
ど
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
を
混
入

さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
新
聞
紙
や
雑
誌
類
は
、
市
が
町
内

会
や
息
器
に
呼
ぴ
か
け
て
行
っ

て
い
る
「
古
紙
回
収
事
業
」
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。

冷蔵庫も砕く最新型収集車

●明るい住まいづくりをめざして

新築・増改築・補修の事なら当店へ
ｍ

Ｊ
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恒例

こ
と
し
も
、
茶
ど
こ
ｔ
Ｃ
宇
治
の
伝

統
行
事
「
宇
治
茶
ま
つ
り
」
が
十
月

一
日
（
日
）
、
搭
の
島
を
甲
む
に
盛

大
に
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
午
前
九
時
半
か
ら
、
豊

臣
秀
吉
が
宇
治
川
の
消
ら
か
な
水
を

汲
み
上
げ
て
茶
会
を
開
い
た
と
い
う

故
事
に
な
ら
っ
て
「
名
水
く
み
上
げ

の
儀
」
が
宇
治
橋
三
の
間
で
行
わ
れ

る
の
を
皮
切
り
に
、
興
聖
寺
で
は
、

「
茶
壷
口
切
り
の
儀
」
「
茶
男
塚
供

養
」
な
ど
が
古
式
豊
か
に
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
塔
の
島
で
は
午
前
十
時
半

か
ら
お
茶
の
み
コ
ン
ク
ー
ル
を
は
じ

め
、
模
擬
店
、
茶
や
陶
器
、
植
木
な

ど
の
即
売
、
そ
れ
に
風
流
な
野
点
席

や
煎
茶
舟
な
ど
の
趣
向
を
こ
ら
し
た

催
し
が
花
を
そ
え
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

一
方
、
呼
ぴ
も
の
の
時
代
行
列
は

午
後
か
ら
で
、
次
の
コ
ー
ス
事
通
る

予
定
で
す
。

▽
宇
治
神
社
御
旅
所
（
一
時
半
）
↓

宇
治
橋
通
り
Ｌ
4
治
橋
西
詰
（
二

時
）
↓
平
等
院
通
り
↓
喜
撰
橋
（

二
時
半
）
↓
中
の
局
で
休
憩
↓
朝

訪
問
販
売
で
思
わ
ぬ
商
品
を
買
っ

た
こ
と
の
あ
る
人
が
二
八
・
五
％
と

意
外
に
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

市
民
四
百
人
の
方
を
対
象
に
行
っ

た
消
費
者
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か

ら
今
回
は
、
訪
問
販
売
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
訪
問
販
売
や
通
信
販
死
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、
意
外
と
多
く

の
人
が
訪
問
販
売
で
商
品
を
購
入
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
商

品
は
書
籍
が
一
番
多
く
、
次
い
で
消

火
器
、
衛
生
器
具
が
間
入
さ
れ
て
い

ま
す
。
訪
問
販
売
で
は
、
契
約
し
た
あ
と

で
思
い
直
し
て
商
品
の
返
品
を
申
し 宇

治
茶
ま
つ
り

⑩

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

【
参
加
者
募
集
】

■
時
代
行
列

宇
治
時
代
行
列
実
行
委
員
会
で
は

宇
治
橋
合
戦
の
高
倉
宮
以
仁
王
や
源

頼
政
、
宇
治
十
帖
の
薫
大
将
、
そ
れ

風流煎茶舟

つ
た
と
い
う
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。四

日
以
内
は

無
条
件
で
解
約

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら

ｌ

ｊ

！

Ｉ

Ｉ

住
宅
統
計
調
査

ご
協
力
く
だ
さ
い

『
住
宅
統
計
調
査
』
が
十
月
一
日

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
昭
和
二
十
三
年
以

来
五
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今

回
が
第
七
回
目
に
当
た
り
ま
す
。

は
約
五
〇
％
で
し
た
。

こ
の
法
律
を
知
っ
て
い
る
と
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
込
ま
れ
る
こ
と
も
少
な
く

な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
不
必
要

な
も
の
は
は
じ
め
か
ら
き
っ
ぱ
り
と

断
わ
る
男
気
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。
田
密
匹
員
は
氏
名
・
商
品
の
種
類
な

と
を
明
・
り
か
に
す
る
こ
と
。

ふ
え
る
訪
問
販
売

思
わ
ぬ
商
品
買
っ
た
2
8
％
も

は
良
好
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
ト
ラ
ブ
ル
の
内

容
を
み
て
み
ま
す
と
、
返
岫
先
が
不

明
と
い
っ
た
販
売
元
を
明
ら
か
に
し

な
い
無
責
任
な
も
の
や
’
’
■
＞
＞
。
ン
の

予
約
販
売
で
前
納
金
の
返
金
が
な
か

訪
問
販
売
の
場
合
、
四
日
以
内
で
あ

れ
ば
無
条
件
で
契
約
を
解
除
で
き
る

と
い
う
「
ク
ー
ジ
ン
グ
ー
オ
フ
」
制

度
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
を
知
っ
て
い
る
と
答
え
ら
れ
た
人

は
約
四
〇
％
で
、
知
ら
な
か
っ
た
人

アンケート

調査結果

口
書
ａ
の
交
付
、
売
買
の
申
し
込
み

や
契
約
を
結
ぷ
時
に
は
価
格
、
業

者
の
氏
名
、
住
所
、
ク
ー
リ
ン
グ

ー
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）
制
度
な

ど
を
書
い
た
書
面
壷
父
付
す
る
こ

と
。

今
回
の
調
査
で
は
、
調
査
事
項
や

集
計
面
な
ど
基
本
的
に
は
従
来
の
調

査
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
が
、
我
が

国
の
住
宅
の
現
状
を
踏
ま
え
て
調
査

事
項
が
拡
売
さ
れ
、
住
宅
、
敷
地
、

朗
申
し
込
み
や
契
約
の
撤
回
は
業
者

か
ら
そ
れ
が
で
き
る
旨
を
告
げ
ら

れ
た
日
か
ら
四
日
以
内
で
あ
れ
ば

無
条
件
に
で
き
ま
す
。
解
約
通
知

は
轡
面
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
内
容
証
明
付
郵
便
で

送
付
す
れ
ば
確
実
で
す
。
た
だ
し

代
金
を
全
額
支
払
っ
た
場
合
や
、

商
品
の
種
類
に
よ
っ
て
は
一
部
手

を
つ
け
て
し
ま
っ
た
場
合
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

・
Ｑ
こ
の
法
律
の
適
用
管
つ
け
る
商
品

は
消
火
器
、
衛
生
器
具
な
ど
四
十

三
種
類
で
す
。

Ｓ
御
用
き
き
、
前
年
二
回
以
上
訪
問

の
業
者
、
会
社
の
中
な
ど
で
所
属

長
の
許
可
を
得
て
販
売
す
る
場
合

は
こ
の
法
律
は
適
川
さ
れ
ま
せ

ん
。

（
商
工
観
光
課
）

世
帯
に
つ
い
て
の
四
十
二
項
目
と
な

っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
今
回
は
新

た
に
、
居
住
水
準
や
地
区
環
境
の
状

況
な
ど
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

調
査
の
対
ま
は
、
全
国
の
約
五
百

万
の
住
宅
・
世
帯
で
、
宇
治
市
内
で

は
、
金
柑
数
の
ほ
ぼ
四
分
の
一
に

あ
た
る
一
万
ｔ
二
百
世
帯
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
調
査
結
巣
は
、
国
、
都
遭
府

県
、
市
な
ど
が
立
案
し
実
施
す
る
住

宅
建
設
計
画
や
都
市
計
画
、
そ
れ
に

環
境
整
備
計
画
な
ど
の
基
礎
資
料
と

短
歌
サ
ー
ク
ル

一
人
暮
ら
し
老
人
の
会

広
げ
よ
う
連
帯

私
立
幼
稚
園
の

入
園
募
集

1

・

・

Ｉ

↓

訂
正

前
号
で
お

知
ら
せ
し
ま

し
た
各
課
の
配
置
図
の
中
で
、
本
館

三
階
に
市
政
研
究
会
と
あ
り
ま
す
が

こ
れ
は
社
会
党
の
誤
ま
り
で
し
た
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
は
、
新
館
三

階
の
農
林
晋
露
左
側
に
あ
り
ま
す

が
、
記
載
も
れ
し
て
い
ま
し
た
の
で

訂
正
し
ま
す
。

9月24日（日）・｀’

」Ｏ：30～15：00
ザ

ｉノ

多数のご来場をお待ちして。おります。

宇治カトリック教会ＴＥＬ．21－雪
鐙

公
民
館
サ
ー
ク
ル
紹
介

こ
の
よ
う
な
中
で
、
短
歌
の
も
つ

妙
味
を
覚
え
鑑
賞
力
も
菱
わ
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
生
活
ぶ
通
し
て
、
見
た

り
聞
い
た
り
、
体
験
し
た
こ
と
を
短

歌
の
三
十
一
文
字
に
つ
づ
ろ
う
と
、

性
別
や
年
齢
を
越
え
、
み
ん
な
が
Ｊ
3
（

つ
て
学
ぴ
あ
う
こ
と
は
、
な
ん
と
意

義
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
（

紹
介
文
は
五
ヶ
庄
の
日
井
武
さ
ん
）

▽
例
会
日
・
・
・
毎
月
第
3
木
胆
日

午
後
7
時
～
9
時
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